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令和７年 10 月 29 日 

副業型地域活性化起業人との協定式を行います

【発表の要旨】
　本市は、11 月から、レイ・フロンティア㈱（本社：東京都）の代表取締役　田村建

け ん し
士氏を、ＤＸ

戦略統括アーキテクト（副業型地域活性化起業人）として招聘するため、以下の日程で締結式を行
います。
　今回の締結による取り組みは、行政の持続可能性と地域のデジタル変革の加速が目的で、市は
DX 推進に向け新たな一歩を踏み出します。
　本市は、田村氏の経験を生かし、本市の行政デジタル戦略を ” 共創 ” の視点で再構築していき
ます。

１　日時 11 月４日（火）　午前11 時 40 分～（定例記者会見終了後に行います）

３　協定締結の相手方

【担 当】
企画総務部総務課　情報統計係
　係長　佐々木　瞳
電話 0195-74-2111（内線 1244）

２　場所 八幡平市役所　多目的ホール棟　多目的ルーム 1

行政ＤＸ化を推進する新たな試み

４　本市での役割
　市の DX 推進を「仕組みとして定着させる」ことを目的に、次の 3 つの
ミッションを担います。

田村　建士　氏
（レイ・フロンティア㈱代表取締役社長（CEO）。八幡平ふるさと大使。
八幡平市平舘出身）

副業型地域活性化起業人とは

  財政措置

田村氏　プロフィール

※ Evidence baced policy making

※

三大都市圏に所在する企業等に
勤務する者が自治体と協定等に
基づき、自治体に一定期間（6カ
月から 3 年）自治体の取組む地
域課題解決のため、専門的なノ
ウハウや知見を活かしながら即
戦力として業務に従事すること
で、地域活性化を図る取組です。

国の策定した「地域活性化起業
人制度」推進要綱に取り組むこ
とで、特別交付税措置を受ける
ことができる制度です。

東北学院大学土木工学科卒業。
構造設計、システム開発、ゲー
ム開発、データ分析など、20 年
以上にわたる広範な技術実務に
従事。自社（レイ・フロンティ
ア）では、AI・行動データ・位置
情報技術を駆使したデジタルソ
リューションを開発・提供。

「人の行動をデータで理解し、暮
らしを設計する」という独自の
アプローチで、民間企業や自治
体のデジタル戦略推進にも力を
注いでいます。

　他自治体のＤＸ事例を学び、八幡平市独自のＤＸモデルを策定。医療・
観光分野を含む行政のデジタル化を進め、地域全体のＤＸを推進します。

　ＡＩ活用勉強会を開催し、職員が自ら業務改善を進められるよう支援。
ＡＩスキル習得を促し、全職員に展開します。

　市全体のデジタル施策を見直し、ＥＢＰＭ（証拠に基づく政策形成）体制
を構築。行政業務の効率化と市民サービス向上を目指します。

① 行政 DX の再設計

② 職員のＡＩ活用支援

③八幡平型ＤＸモデル構築


